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水痘帯状庖疹ウイルス (VZV) の構成蛋白質を明らかにし， VZV と単純ヘルペスウイノレス (HSV)




ウイルス: VZV (河口株) , HS VI (Seibert 株) , HSVII (U W 268 株)を使用した。
血清:抗HSV血清一ウサギ腎細胞にHSV I， II 型を感染後，ウサギに Freund's Complete Adjuｭ
van t (FCA) と共に 5 回免疫して抗血清を得た。
抗VZV血清一サル腎細胞に VZVを感染させ数代継代し，感染細胞を FCA と共にミドリ猿を 3 回免
疫後血清を得た。
免疫沈降反応ー 35S メチオニン及び14C クツレコサミンでラベノレした人胎児肺細胞感染細胞 lysate を
抗 VZV血清，抗HSV血清にて免疫沈降反応を行った。
蛍光抗体補体法一補体として人新鮮血清を用い FITC標識抗人補体 goat 血清を用いた。
(成績)
35 S メチオニンと C クールコサミンでラベルした VZV粒子を庶糖密度勾配法と塩化セシウム平衡遠心
法lとより精製し SDS-PAGE法 lとより分析した結果， 115K---45K の 6 つの糖蛋白質を含む 280K --






VZV感染細胞 lysate を抗HSV血清で免疫沈降させ SDS -PAGE で調べた結果 main band として
64Kの糖蛋白質， minor band として 115K と 55Kの糖蛋白質が認められた。逆に HSV 感染細胞
lysate を抗VZV血清で免疫沈降させて SDS -PAGE法で調べた結果 main band として 115K ，.....， 120
K の糖蛋白質 minQr band として 130K の蛋白質と 53 ，.._， 55Kの糖蛋白質が認められた。
抗HSV 血清によるアフィニティカラム法により水痘感染細胞 lysate 及びその上清より 64K と 55 K 
の糖蛋白質が分離された。
(総括)
VZV粒子には， 6 つの糖蛋白質 (115K ，.._， 45K) を含む 32 の蛋白質( 280K，.._， 2 1.5K) が認められた。
VZV と HSVの免疫学的交文性を調べた結果中和反応では交叉を認めなかったが，蛍光抗体補体法で
は，両ウイルスの交叉反応を認めた。
免疫沈降法lとより主要交文抗原としては， VZV (64K) , HSV (115 ,.._, 12 OK)の糖蛋白である乙
とがわかった。
これらのととより， VZV と HSVの交文抗原は，中和に関係のない抗原決定基を有する蛋白質である
と思われる。
論文の審査結果の要旨
水痘帯状宿疹ウイルスは，いわゆる“cell associated virus" であり，ウイルスの精製が容易でな
く，その構成蛋白に関する解析は殆どなされていなかった。本研究では，種々の方法を組合せることに





痘帯状庖疹ウイルス( 64K) ， 単純へルペスウイルス( 115 ，.._， 120K) の糖蛋白質を同定した。
以上，本研究は，水痘帯状庖疹ウイルスの構成蛋白質及び単純ヘルペスウイノレスとの免疫交文を解明
した点が高く評価される。
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